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～ 

合
併
10
周
年 

～

　

日
本
の
市
町
村
合
併
の
歴
史
は
、「
明
治
の
大
合

併
」
で
７
万
１
３
１
４
の
市
町
村
数
が
１
万
５
８
５

９
に
、「
昭
和
の
大
合
併
」
で
９
８
６
８
か
ら
３
４

７
２
に
減
少
。
そ
し
て
「
平
成
の
大
合
併
」
で
３
２

３
２
の
市
町
村
数
が
１
８
２
１
へ
減
少
し
、
現
在
で

は
１
７
１
８
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
新
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
、
今
月
20
日
に
は
10
年
の
記
念
日

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昭
和
28
（
１
９
５

３
）
年
に
公
布
さ
れ
た
「
町
村
合
併
促
進
法
」
に
よ

り
、
昭
和
33
年
５
月
１
日
に
富
岡
町
と
橘
町
が
合
併

し
旧
阿
南
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

旧
阿
南
市
誕
生
ま
で
に
は
、
新
野
地
区
の
分
町
運

動
や
加
茂
谷
村
の
富
岡
町
へ
の
合
併
の
紛
糾
等
々
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
の
道
の
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
新
産
業
都
市
と
し
て
発
展
へ
の

期
待
が
か
か
る
県
内
４
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
那
賀
川
町
は
昭
和
31
年
、
平
島
村
と
今
津

村
が
合
併
し
成
立
。
役
場
は
合
併
当
時
か
ら
旧
両
村

役
場
を
２
年
交
替
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

羽
ノ
浦
町
は
大
正
７
年
、
村
制
時
の
５
大
字
を
継
承

し
、
町
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
当
時
、
徳
島
県
町

村
合
併
計
画
答
申
試
案
で
は
、
羽
ノ
浦
町
、
今
津

村
、
平
島
村
を
合
併
す
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
庁
舎
の
建
設
位
置
で
意
見
の
一
致
を
見
ず
、

取
り
あ
え
ず
昭
和
31
年
末
を
も
っ
て
、
羽
ノ
浦
町

を
除
く
、
平
島
村
、
今
津
村
の
２
カ
村
で
那
賀
川

町
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旧
１
市
２
町

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
を
抱
え
て

歩
み
出
し
た
の
で
し
た
。

　

私
は
、
新
阿
南
市
の
誕
生
す
な
わ
ち
１
市
２
町

の
合
併
は
当
然
の
歴
史
の
帰
結
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
善
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
母
な
る
河
、

那
賀
川
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

古
庄
は
中
野
島
と
陸
続
き
で
し
た
が
、
室
町
末

期
に
那
賀
川
の
流
路
の
乱
流
に
よ
り
分
離
し
ま
し

た
。
明
見
も
元
は
大
野
村
下
大
野
明
見
で
あ
り
、

古
毛
の
東
に
位
置
し
、
明
見
島
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
が
、
那
賀
川
本
流
が
中
島
に
向
か
っ
て
東
流

す
る
に
及
び
、
古
毛
、
岩
脇
と
共
に
北
岸
と
陸
続

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

川
は
人
間
の
暮
ら
し
の
中
を
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
水
系
が
行
政
を
動
か
し
、
地
域
の
歴

史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
今
、
阿
南
市
は
那
賀
町
、

美
波
町
と
定
住
自
立
圏
を
組
織
し
、
合
併
す
る
の

で
は
な
く
同
じ
居
住
圏
の
確
立
に
手
を
取
り
あ
っ

て
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
今
春
か
ら
は
、
牟
岐
、

海
陽
両
町
も
仲
間
に
入
る
こ
と
が
決
定
し
ま
す
。

名
実
共
に
徳
島
県
南
圏
域
が
一
枚
岩
と
な
り
、
地

域
の
創
成
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま

す
。

お
く
り
も
の

富
岡
小
学
校
へ

●
太
陽
光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
２
基

桑
野
川
堤
防
耐
震
対
策
工
事
連

絡
協
議
会　

会
長　

川
原　

誠

様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南
火
力

支
部
青
年
部
様
か
ら
バ
ザ
ー
の

収
益
金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動

資
金
と
し
て　

●
金
４
万
６
４
８
４
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会　

代
表　

白
浜
和
子
様
か
ら

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
１
６
春

の
ふ
れ
あ
い
歌
謡
シ
ョ
ー
」
に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て　

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

登
録
保
健
師・看
護
師・

栄
養
士
の
募
集

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４
月

か
ら
の
保
健
事
業
に
従
事
す
る
登

録
保
健
師
・
看
護
師
・
栄
養
士
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
免
許
、
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄

養
士
免
許
を
有
す
る
方

応
募
方
法　
登
録
記
入
票
（
保
健

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
免
許
証
の
写

し
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

※
面
接
の
う
え
登
録
し
、
事
業
実

施
に
応
じ
て
依
頼
し
ま
す
。

※
賃
金
お
よ
び
勤
務
条
件
は
、
職
種

や
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

１
５
９
０
）へ

さ
さ
ゆ
り
通
信
（
81
号
）

阿
南
市
女
性
協
議
会

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
男
女
と
も
仕
事
と
子
育
て
・

介
護
が
で
き
る
社
会
を
」
テ
ー
マ

に
、
内
閣
府
少
子
化
社
会
対
策
大

綱
の
具
体
化
に
向
け
た
結
婚
・
子

育
て
支
援
の
重
点
的
取
組
に
関
す

る
検
討
会
座
長
代
理
の
渥あ

つ

美み

由な
お

喜き

さ
ん
を
迎
え
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
３
月
13
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

場
所　

富
岡
公
民
館
２
階　

大

ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画

室
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ
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